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【緊急レポート】新型肺炎とその影響　⑬
参考・出典　：日本経済新聞より

■　新型コロナ、世界50カ国・地域に　WHO、警戒レベル引き上げ

・新型コロナウイルスが世界に拡大し、人やモノの往来の減少に拍車がかかる

・感染は世界50カ国・地域以上に広がり、韓国で2千人を超え、欧州ではイタリアやドイツにまで広がる

・米国では感染経路がわからない「市中感染」が確認

・世界保健機関（WHO）は28日、世界全体の危険性評価を「非常に高い」に引き上げた

・WHOは警戒レベルの引き上げで新型コロナの危険性が世界中で高まっていることを認め、

 中国以外での新たな感染者数が、中国国内を2日連続で上回ったと明らかにした

・水際対策の強化が世界で広がれば、移動制限による経済への打撃が一段と深まる

■　日銀総裁談話発表、円高・株安の悪循環警戒

・日銀は新型コロナウイルスの感染症拡大を踏まえ 「適切な金融市場

 調整や資産買い入れの実施を通じて、潤沢な資金供給と 金融市場の

 安定確保に努めていく」とする黒田東彦総裁の談話を発表

・感染が世界に広がり、金融市場の動揺が実体経済に悪影響を

 及ぼす悪循環への懸念が強まる中、 異例の総裁談話を公表し、

 日銀として機動的に対応する姿勢を強調

・米連邦準備理事会（FRB）のパウエル議長は2月28日、「我々は

 政策ツールを用いて、経済を支えるために適切に行動するだろう」

 とする緊急声明を発表し、 日米金利差の縮小による円高・ドル安が

 進む可能性が強まったことが背景


